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 1

準備 
 
 

 

 
 
袋帯  
帯板(ゴムが付いたものが便利です）  
帯枕  
帯揚げ  
帯締め  
腰紐 1本 
帯枕に帯揚げをとめるゴム 

 
 

 

 
 
 
帯枕を帯揚げで包み、ゴムでとめておきます。 

 
 

 

 

 
 
帯揚げは、帯枕の裏側で合わせてゴムでとめま

す。 
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手先 たれ先を見極めます。 
 

 

 
 
 上 手先 
 下 たれ先 （かいきり線があります） 
 
（袋帯は、帯幅 約 30.5cm  長さ 4m30cm～

4m60cm） 

 

 

 
 
帯の端から少し左にある線が、かいきり線です。

  

 



 3

手先を半分に折ります。 (この時、手先を右側に置いて、折ります) 
 
六通柄 

 

 
六通柄 （帯全体の六割、柄が描かれています）

 
胴柄（たれ先から描かれた柄）の始まりから80cm
位迄を、半分に折ります。 

 
お太鼓柄  

 

 
お太鼓柄  
（帯を結んだ時、前にくる部分と、お太鼓になる

部分に、柄が描かれています）   
 
帯を結んだ時、前にでる柄から左に 40cm～50cm
位迄を、半分に折ります。 

 
全通柄 

 

 
全通柄 （帯全体に柄が描かれています）   

 
手先から 200cm位迄を半分に折ります。 
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帯を巻きつけ始める場所を確認します。（手先を右に、輪を下にして測ります） 
 

 

 
 
帯板をします。 
（ゴムが付いていれば、固定出来ますので便利で

す） 

六通柄 

 

 
 
胴柄の始まりを左手で持ち、右手はそこから

30cm～40cm程の所を持ちます。 

 

 

 
 
その左手を背中心に持っていき、巻き始めます。
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お太鼓柄 

 

 
 
前の柄を見せたい位置にあてます。 

 

 

 
 
そのまま帯を後に回し、胴一回り分の長さを測り

ます。 

 

 
 

 
 
測った場所をしっかり持ったまま、前に持ってき

ます。 
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左手を離し、左手で右手の場所に持ち替えます。

 

 

 
 
右手は、左手から 30cm～40cm 程の所を持ちま
す。 

 

 

 
 
左手を背中心に持っていき、巻き始めます。 
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全通柄 
 

 

 
 
手先の長さを測ります。 
帯幅の 2倍～2倍半（60cm～70cm） 
（2倍が標準ですが、帯が長い場合や、細身の方
は、2倍半測って下さい。） 

 

 

 
 
上記の様に測った場所 (手先から 60cm～70cm/
帯幅の 2倍～2倍半)を右手で持ちます。 

 

 

 
 
その右手を背中心に持っていき、巻き始めます。
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帯を巻きつけます。（手先を右に、輪を下にして巻きつけます。） 
 

 

 
 
背中心で両手首を合わせます。 
両手を下に下ろします。 
 
ここから先は、今、背中に当たっている両手首

を支点にして手を動かします。 

 

 

 
 
右手でしっかりと帯を持ち、手の甲（指先まで）

を、左手首の上に当てます。 
 
 

 

 

 
 
左の手先を少し上げます。 
(手先が落ちないようにする為です) 
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右手をグーにして、手首を支点に、その握り拳を

下に向けます。 

 

 

 
 
左手に帯を持ち、右手の握り拳の上に、左手の甲

（指先まで）を当てます。 

 

 

 
 
右手を真下に下ろし、その位置で帯の上線をしっ

かり持ちます。 

 



 10

 

 

 
 
右手で持った帯を持ち上げ、右脇で挟みます。 

 

 

 
 
左手で手先の左側を持ち、右手は帯の上線を持

ち、右手を前に押してしっかり締めます。 
 
（左手は、帯が右に回らない様に支えるだけで

す。） 

 

 

 
 
左手は前の帯に持ち替え、右手で帯の重なりを確

認します。 
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左手で右肩甲骨の下まで、もうひと巻きします。

 
この時、上線の帯の重なりを確認しておきます。

 

 

 
 
もう一度、左手で手先の左側を持ち、右手は帯の

上線を持ち、右手を前に押し締めます。 
 
（締め加減は、すでに巻いている帯に添わす程度

です。） 

 

 

 
 
背中心で帯の下線 2枚を帯止めや、クリップでと
めます。 
 
（注）ここで、とめ具を使用しなくても出来ます

が、使用すると、お太鼓を作る時に帯が緩まず、

安心です。 

 



 12

 

 

 
 
手先を帯の上線で斜め下に折り返します。 
 
（注）とめ具を使用されなっかた方は、この頁の

作業をしっかり行って下さい。 
（手先をしっかりと、帯に添わせなければ、帯が

緩んできます。） 

 

 

 
 
脇で帯の下線に沿わせて斜め上に折り上げます。

 
 

 

 

 
 
胸元に挟みます。 
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お太鼓を作ります。 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お太鼓になる所が、半分に折れていますので、手

前のみみを下から外に回して、一枚に広げます。

 

 

 
 
たれの長さ（帯の下線から、人差し指 1本分より
も少し長い）を測り、余った帯を肩に掛けます。
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帯枕を帯の上線の上に当てます。 

 

 

 
 
その位置がくるわない様に、たれになる帯と帯枕

を左手でしっかり持ちます。 

 

 

 
 
肩に掛けている帯を、右手で帯枕の上にかぶせま

す。 
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帯枕の位置をくるわさない様に十分注意して、二

枚の帯を重ね、枕の裏のしわを出来るだけ取って

おきます。 
 
六通柄・全通柄   
帯枕の上に重ねる帯は、余分がない様に、脇いっ

ぱいの所までかぶせます。 

（お太鼓柄の場合） 

 

 
 
お太鼓柄      
帯枕の上に重ねる帯は、柄の位置を確認してかぶ

せます。 

 

 

 
 
帯枕を帯の上線の上に当て、たれの長さがくるっ

ていないか、たれよりも、お太鼓になる帯の方が

長くなっているかを確認します。 
 
たれが短くなっていれば、やり直します。  
（お太鼓になる帯の方が、たれより短ければ、お

太鼓が出来ません） 
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右手で帯（帯枕）の上をしっかり持ち、後ろへ回

します。 
この時、右のお袖が邪魔になりますので、腕に掛

けておきます。 

 

 

 
 
後ろで帯を持ち替えます。 

4本の指は帯の中に入り、帯枕を持ちます。 
親指は帯の外で、帯枕の裏を持ちます。 

 

 
 

 
 
親指を帯枕の下線に当て、両サイドに引き合い 
帯枕の裏のしわを綺麗に取ります。 
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帯枕と帯をしっかり持ち、帯枕を帯の上線の上に

のせます。 
(帯枕の位置に自分の背中を持っていくと、楽に
のせられます。） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
帯枕の紐と帯揚げを、前に回してきます。 
帯揚げと帯枕の紐をはずし、帯枕の紐をしっかり

と結びます。 
 
帯枕の紐は、少し斜め下に押し、帯枕の裏をし

っかり背中に当てます。 
 
枕の紐は、横に締めるのではなく、前に押して

締めるのが、コツです。 
 
（背中に帯枕がしっかり当たっている状態を

保ちながら、結んで下さい。） 
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帯揚げは仮結びにして、先が邪魔にならない様に

挟んでおきます。 

 

 

 
 
腰紐を、たれの上から、帯の下線に当てます。 

 

 

 
 
その腰紐を、まっすぐお太鼓の方に移し、人差し

指で腰紐を包み上げます。 
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片方の手で、その包み上げた真ん中を持ちます。

 

 

 
 
空いた手で、残りの帯を全て上げます。 

 

 

 
 
お太鼓とたれの端を合わせ、たれの長さを測りま

す。（たれの長さは、人差し指 1本分が標準です。）
 
たれの長さが短い時は、やり直しです。 
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たれの長さが長い時は、もう一度お太鼓の下線の

真ん中を持ち、空いた手でたれの下に手を入れ、

上で、上げて調整します。 

 

 

 
 
たれの長さが決まったら、お太鼓とたれと腰紐を

しっかり持ち、全体に下に引き、横に引き形を整

えます。 

 

 

 
 
腰紐は、右前の帯の上でしっかりと締め、蝶結び

にします。 
 
（この紐がゆるいと、これから先、お太鼓に手先

や帯締めを通すたび、お太鼓の形が崩れます。）
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腰紐の通っている所に、手先を通します。 
 
 
そこに、手先を通します。 
 
 
 
 
 
 
手先はお太鼓の端から 1cm 程 出た所まで通し
ます。 
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長い分は輪の方で内側に折込みます。 

 
帯締めをします。 

 

 
 
 
 
帯締めは、左側から手先を通した上に通します。

 

 

 
 
手先の中央を通すように気を付けます。 
 
（お太鼓の折り上げた部分が短い時は、それに架

かっているか十分に注意が必要です） 
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帯締めは、体の前で穂先と穂先を合わせ、左右対

称にします。 

 

 

 
 
左を上にして重ねます。 

 

 

 
 
上に重なっている方を、上から巻きつけます。 
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帯締めの結び目のきわを、下から持ち、前へ押し

て締めます。締めたら、結び目のきわに持ち替え、

もう一度締めます。 
 
これを何度か繰り返し、しっかり締めます。 
 
（帯締めが緩いと、帯が緩みます。） 

 

 

 
 
上に出ている帯締めを、上で横に曲げます。 

 

 

 
 
下に出ている帯締めを、下から巻きつけます。 
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そまま横に、しっかり締め切ります。 

 

 
 

 
 
帯締めの穂先は、両方 上から下に穂先が上向く
様に挟みます。 

 

 

 
 
仮止めをしている、腰紐をほどきます。 
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帯揚げの始末をします。 
 

 

 
 
帯揚げは、一度脇まで綺麗にはずします。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
帯揚げのみみが、覗かないように、4cm～5cm
幅になる様にたたみます。 
 
 まず、内側に三つ折にします。 
 それを、更にふたつに折ります。 
 そうすると、ちょうど良い幅になります。  
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帯揚げは、左を上にして重ねます。 

 

 

 
 
上に重ねた帯揚げを、巻きつけます。 

 

 

 
 
上に通しきった帯揚げを、左の写真の様に綺麗に

整えます。 
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下から出ている帯揚げを、横に曲げます。 
 
 
 
 
 
 
 
上から出ている帯揚げを、横に曲げた帯揚げに巻

きつけて、結びます。 
 
 
 
 
 
 
 
結びきる前に、結び目に左手に人差し指を入れま

す。（結び目を綺麗にする point です） 
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指を抜きながら、しっかりと締め切ります。 

 

 

 
 
残った帯揚げは、帯板と体の間にいれ込みます。

（帯揚げは、下の方に差し込むと楽です） 
 
最初に整えた帯揚げが、綺麗に帯の上線から見え

るように気をつけます。 
（残った帯揚げを、最初に整えた帯揚げにかぶせ

ない様にして下さい） 

仕上げ 

 

 
 
出来上がったら、長襦袢のお襟元、お着物のお襟

元 
帯揚げの結び目、帯締めの結び目が体の中心を通

っているかを確認します。 
 
出来上がりです。 
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